
令和８年度 伊丹市立稲野小学校教育目標 

 

 

めざす学校像 

〇学ぶ楽しさ・つどう楽し

さなどのある学校 

〇生き生きとして落ち着き

のある学校 

（ルール・マナーの尊重） 

〇家庭・地域社会から信頼

される学校 

  

めざす子ども像 

いきいきと進んで学ぶ子 

自分の課題を見つけ、主体

的に判断して意欲的に取り

組む子 

なかよく思いやりのある子 

笑顔であいさつを交わし、

助け合い、磨きあえる子 

のびのびと健やかな子 

元気いっぱいで、最後まで

やりとおせる子 

（睡眠を含む） 
 

めざす教師像 

〇子どもたちの心の響きに気

づき、共感する教師 

〇豊かな感性と想像力をも

って授業改善をはじめ自己

研鑽していく教師 

〇使命感・責任感をもち、家

庭・地域の信頼にこたえら

れる教師 

 

 

学校経営方針（チームいなの） 

○人権尊重の精神を基盤として、生き生きと活動できる児童の育成に努める。 

○基礎的な学力の定着及び体力の向上に努めるとともに、個性を尊重し、主体的に学ぶ意欲・習慣

を育てる。 

○道徳、人権、特別支援教育を推進し、思いやりのある心豊かな児童を育む。 

○職員の協働体制を強化し、互いに指導力を高め合う、働きがいのある職場づくりを進める。 

○家庭・地域社会との連携を図り、地域に愛される開かれた学校づくりを進める。 

○中学校との連携を図り、子どもたちの９年間の育ちを意識した取組を進める。 

 

重 点 努 力 目 標（チャレンジ） 

(1)子どもたちの課題に目を向け、主体的に協働的に研究を推進する。また、市の研修等を活用

し、自己研鑽に努める。 

(2)互いに認め、励まし合う、心の居場所としての学級づくりに努める。 

(3)いじめの未然防止に努め、いじめ事案、不登校傾向児童に対して、組織的に早期対応を図る。 

(4)教職員全員が認め合い、高め合える風通しのよい協働的な風土を醸成する。 

(5)学校情報を積極的に発信し、地域とともにある学校づくりを進める。 

 

学校教育目標 

人間尊重を基盤として 

豊かな心と健康な体をもち 

主体性・連帯性のある子どもを育てる 

－いきいきなかよくのびのびと笑顔あふれる稲野小学校－ 


